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日時:平成26年3月9日(日)

会場 :大蔵府主主灸師会館 3階講師日本銭灸研究会代表篠原孝市先生

7六元正紀大論富第七十-[
?医道の日本主主j2014年3月 際床に活かす吉緊の fNO.23切診jのお話から

2014.03.09 

中国医学の訴状のカテゴリーは、非常に厳密に決まっていて、それを使えば、中国医学の全体とつなが

っていくことが出来る。しかし、それを使わないで、たとえば f主主がにょろによろした感じjや f1.l<がち
ょろちょろ済研1ている感じJと雲っている限り、それは出来ない。脈診の勉強とは、訴状のカテゴリーの
勉強です。

訴診の勉強は机の上でする勉強であり、後はもう飽ってみるだけです。頭ではわかつてち、Eまったらわ
からないと雲います付ど、それはちゃんと勉強していないからで、 信号の色

を教えて fこれは赤、 これは賞、これは青ですJと教えて町に行って実際に晃たらわからなかったと言う
のは、 それはちゃんと克てないからです。本で『これ青ですよ。黄色ですよ』と教えたら小学生だってわ

かります。わからないというのは、事].0)上での勉強力t足りないという昆に思える。布].0)上の勉強が足りな

いというのは訴状のカテゴリーが出来ていないのでわからないということが圧倒的に大きいと患います。

技術の伝承というのは言葉で共遥牲をつくって、後はそれにしたがってお互いにみていくというしかな
し、。

-六元正紀大論富第七十一

[第十霊 (13~131節) 1 太陰湿土カ司天、太陽寒氷が在泉にくる年。この年は、 ー是正の一般的な固定
した六気のありかたと、 毎年移り変わる六気のありかたが全く同じ順番になる。初の気 (今の1~3月ご

ろ)は、 春気正しく、媛かくて毘加吹く。そういう春の気力江E常に行われる。民の気lま篠宮子 (じようじ
ょ)のびのびする. 二の気 (今の3~5月ごろ) は、火(少陰君火)のはたらカ電正常に行われ、ちのは

火の影響をう材、民はのびのびする。 湿気力窃震発して、 それカ年商になって降ってくる。 三の気 {今の5~7

月ごろ)は、太陰湿土の気府 高々 まで行きわたって、太陰湿土の気力t下り太陽寒氷の気が上がって雨が降
る。 四の気(今の7~9月ごろ)は、少陽相火の気力噛くので熱力潜烈な状態になり、蒸し暑い。太陽寒

水の気が上がり、 上がる気と下る気がうまく交透しない。 寒風が早かったり遠かったり。湿邪と少隠4目!k
d湯で草木に湿気力、寄って、湿主義というちのがそこに流れ濁れば白露(秋にふる雲)が全体にひろがり秋

の寒さとなる。 五の気(今の9~11月ごろ)は、陽明燥金の気がはたらくので、秋の気の寒さが行き漂

って重量露、零そういう状態が起こる。君子のような特定の身分の者は重量さに当らないよう外に出ない。 民

{孟、皮慮や康ま里を病む。

終の気(今の11~1月ごろ)は、 太陽寒水の気がはたらき曇ち寒い時期。太陽寒水の気が湿邪 (土遷)と

を相克の関係になるので湿君事を変化さぜて水を氷らす。日光が十分に地上を照らさないで、 重量に影響をう

ければ人は、関節がかたく動かなくなって、1要の真ん中力匂富む。
[第十一室 (1~35節) 1少陰君火が司天の年のうち、太角 (木運大通)は、壬子 {ジンシ・みずのえ
ね)と壬午 (ツンゴ・みずのえうま)の年。その化は、喫黍啓訴 (めいぶんけいたく)風力史書り、ちのが

たくさん繁り、芽生え、水脈が泡面の中で広がっていく。 その変は、主主回 蜜抜(しんらっさいIまつ)大恩
力司吹いて、ちのが破譲される。太徴(火運大過)(孟、戊子 (ボシ.っちのえね)と戊午 (ボゴ.っちのえ

うま)の年。その化は、喧曜望書煤 Utんよううつ8う)蒸し暑い。 その変は、炎烈湯3聾(えんれつふっと
う)ちのすごい蒸し暑き。

(東大阪地滋会員 住本 政己}


